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帰社して秘書室を通ったとき、男はあの美人秘書がいつも座っていた椅子に目をやった。この三週間、その椅子は空っぽのまま。社長、やめてください。あたしはそんなつもりはなかったんです。男にとっては、意外な反応だった。いつもタイトなミニスカートをはき、ときおり胸元から谷間を覗かせていたので、男は秘書が自分を誘惑しようとしていると思い込んでいたのだ。取引先に彼女を伴い、車の中で抱き寄せてキスをしようとしたとき、秘書はひどく抵抗した。男の完全なる思い上がりだったのだ。どうやら、秘書は開発部のSEに目当ての男がいたようだ。その男といい関係になったかどうかは分からない。それが判明する前に、彼女は退職してしまったのだ。男が車の中で迫った日に、秘書は帰社するなり早退し、その後二度と出社することはなかった。そのまま退職してしまった。机の引き出しやロッカーに私物を残したままだった。一度取りに来てほしいと電話したが、そちらで処分してくださいと言われただけだった。
この三週間、苦々しい思いが続いている。秘書がいないので、本来秘書がすべき仕事を自分でこなさなければならない。募集をかけてはいるが、なかなかいい人材は見つからない。それもそうだ。あの美人秘書よりも美人な女が来ることを、男は期待しているのだ。あの秘書に拒絶され、退職されたことで、男は多大な損失を被ったと思っていた。もともとなかったものを惜しむなど、どういったことだろうと自分を振り返ることはなかった。その多大な損失を、あれ以上の女を獲得することで埋め合わせようとしていたのだ。男に、無い物ねだりだとか、思い上がりも甚だしいと忠言する者はいなかった。もとより、社員の知るところではなかった。ごく親しい友人にも、この失策を打ち明ける気にはなれなかった。秘書が退職したことで勘づいた親友もいたが、それでも彼に忠告する者は皆無だった。全てはあの秘書が悪いのだと男は思っていた。全てを放り出して、責任までも放棄して、いきなり退職するとは。
週に二回の愛人との逢瀬は、今でも続いている。しかし、あの秘書を取り逃がしてしまったあととなっては、この愛人だけではどうしても満足できない。妻と愛人とは同じような年代だ。もっと若い女がほしい。せっかく手に入れかけたのに。若い女は今の愛人のようなテクニックを持っているわけではないが、それでも、若いなりの魅力というものがある。それも、抗しがたい魅力だ。公私混同も甚だしいとも思わなかった。俺はワンマンだろうか。彼は時々そう思うことがある。経営方針では、確かにそうかもしれない。気に入らない社員を簡単に切るところも、ワンマンな性格ゆえのものだろう。しかし、女性関係に対しては、この法則を当てはめることはなかった。
あのビジネスパートナー兼愛人とのセックスは慰めになるだろうか。今ではそれがどうしてもあやふやに思える。しかし、とりあえず今夜は会う予定になっている。ひとつ、彼女の秘めた力を試してみようではないか。
ベッドの上で、愛人はいつものようではなかった。愛し合ってはいるが、なんとなく淡泊で、心がどこか別のところにあるような印象だった。何を考えているのだろう。男は自分に責任があるとは思わなかった。そう思うきっかけの片鱗すらなかった。
愛し合ったあと、ベッドの上で煙草を吸いながら行った彼女の一言で、男は一気に現実へ引き戻された。もう以前のようにはあたしを愛せないみたいね。男はその言葉に驚き、反論しようとした。だが、口からは一言も出てこなかった。いいのよ。どうせ期間限定の関係。もうやめにしてもいいのよ。あらかた、若い女でも見つけたのでしょうよ。あるいは、別の女をものにし損ねたとか。男は口を挟むことができなかった。ねえ、システムの開発は愛人関係とは別に考えるのよね。それとも、業務提携も解消する? 考えがまとまらない。システム開発は部下のSEに一任しており、順調に進捗している。今さら解消するわけにはいかないだろう。しかし、愛人関係を解消したまま会い続けるのが苦痛にも感じられた。もしも業務提携を解消すれば、これまでの蓄積を持って離れていく彼女の会社のほうが得をする。俺の会社は働き損だ。しかし、そんなことを気にしていられるほど、心穏やかではないのも確かだ。それでも、このまま愛人関係を維持するのも辛い。
俺は秘書を逃し、愛人まで失ってしまうのか。俺には妻しかいないのか。ほとんどの男は妻だけだということを、男は考えもしなかった。思えば、俺はずいぶんつまらない女と結婚したものだ。文学を嗜んで高尚ぶり、セックスでは相手を喜ばすという意識がない。
ねえ、どうするの。ベッドでは煙草を吸うなと言ってあるだろう。あら、ごめんなさい。でも、そんなこと、もうどうでもいいでしょ。男は女に優位に立たれるのが我慢できなかった。だが、少なくとも暴力的ではない男であることを、自他共に認めてもいた。しかし、それは肉体的暴力に限った話だ。言葉の暴力を、知らず知らずのうちに行使していることもある。大学時代には、付きあっていた女を自殺寸前にまで追い詰めたことがある。
とはいえ、男のそのパワーは、愛人には通用しなかった。女のほうが、経営者としても、クリエイターとしても、そしてベッドの上でも、男を上回っている。男はそのことをいやというほど自覚していた。だからこそ、今まで愛人関係でいたのだ。優秀な経営者と提携することで、ビジネスマンとしてもステップアップするつもりでいたのだ。だが、もう全ては崩れ去ろうとしている。
女が何も言わないうちに服を着はじめる。奥さんを大事にしなさいよ。女は言った。妻一人幸せにできないなら、結婚する資格はないわ。そういう君はどうなんだ。君は結婚すらしていない。僕の気持ちが、そして世の妻という立場の人間が理解できるのか。けっこうきつい言い方だった。だが、口げんかにはならなかった。女のほうがはるかに大人だ。じゃあ、今夜はこれで。今後のことは、また今度考えましょ。
ホテルの一室に、全裸の男だけが取り残される。俺一人。本当に俺一人だ。妻とは心と心でつながっているという気がしない。愛人とはつい先ほどまでつながっていたと確信していたが、全ては錯覚だったのだ。無を有と思い込んでいたのだ。俺一人。誰ともつながっていない。女は一人残らず、俺の思いとはなんの関係もなく存在している。俺一人。こうなったら、一刻も早く美人秘書をゲットしなくてはならない。自分に好都合な秘書を。
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布団の中で、全裸で上になり下になりして戯れる。この時間は楽しい。健狼(たけろう)たちは、休日には外に出ることも、ほとんどしない。
それでも、健狼は自宅での食事に手を抜かない。
自転車で近くの商店街に、食材を買いにいく。気に入りの豆腐屋がある。木綿豆腐や油揚げや豆乳を仕入れてくる。冷ややっこが、檸檬焼酎(れもんしょうちゅう)の肴になることは、しばしばだ。
健狼は、多趣味だった。裏庭の小屋に鋼鉄の黒い獣を飼っていた。自動四足歩行機動だった。機械油の匂いがする。安い中古を見つけた。修理しながら乗り回しているという。前の内乱の際に、伝令に利用された機体だという。
下半身に履く。機械と毛者が合体する。健狼は、関節部に油を注した。四本脚の蹄の螺子を締めていた。
【健太】と名付けている。
休みの日に、東山岳市の海まで走った。胴体の鞍に座った。帯を締める。健狼の背に跨ったような感覚がある。
車体の中央部で、丸い心臓が鼓動している。天気輪の発動機だ。地面を踏みしめる四つの蹄の音が、心地よい。股間に響いた。風が疾走する。先輩の髪が靡く。汗の香が飛んでくる。性的な快感があった。
珍しく、二日間の連休があった。【豚亭】の改装のためである。
健狼が記念の旅行をしようと提案した。どこがいいか。場所の選定は、犬治に一任された。
犬治はいろいろと考えて、生まれ故郷の村にした。地図上では、立ち入り禁止区域となっている。森林警備隊から、人間の目撃情報が多数寄せられていた。遭難しても、捜索隊は出ない。それでも、犬治は行きたかった。いざという場合には、愛機の【健太】で逃げるつもりだ。
健狼は、愛車と天気輪銃の手入れを始めた。
二日分の水と食料も持った。不足分は、現地で調達するつもりだった。
【健太】の側面の筒には、猟銃が装備されている。胴体の一部が物入にもなっている。
健狼は用意周到だった。
漆黒の自動四足歩行機動ででかけた。
山岳地帯には人間だけではなくて、東西南北の都市部にはいない、いろいろな怪物が、生息している。命を守るためだった。
道なき道を越えた。谷川を渡った。
あちこちで地滑りがあった。四足歩行機械の脚力で乗り越えていった。橋が落ちて通れなくなっている場所もあった。大きく迂回しなければならかった。地図を何度も調べた。
予定よりも、長い時間がかかった。
空に人工太陽があるうちに、なんとか犬治の生まれ故郷の村に入りこんだ。
村は完全に放棄されてからでも、十年以上がたっているだろう。
想像以上に、自然の攻撃が過酷だった。荒廃が進んでいる。十数戸の家屋はすべてが緑の大津波にうずもれている。柱が崩れていた。まっすぐに立っている柱は、一本もなかった。
寺だった場所は見当がついた。だが、本堂すらもない。鐘つきの堂はあった。鐘はなかった。犬治が子供のころ鐘をついたことがある。横木がこわされている。盗まれたようである。
墓守をする人もいない。墓石はすべて倒れていた。犬治は涙ぐんでいた。
健狼は薄い肩を抱いた。
犬治の一族の物だという小さなそれを、可能なかぎり、元の姿に戻した。隙間に石を挟みこんだ。
小学校にたどり着いた。校舎は廃墟だった。硝子や鉄枠などの資材が持ち去られている。ここも大規模な盗難にあっている。校庭の土だけが平らに無傷で広がっていた。
野営の場所として、森の中に一本も木の生えていない場所があったことを、犬治はおぼえていた。子どものころはそうだった。今は、どうだろうか。
見つけ出した。あのころと同じだった。
木陰に天幕をはることにした。健狼は地面の小石をすべて拾った。平らにならした。天幕を地面に広げた。立ち上げる。重心を取るのが難しい。鉄杭を斜め四十五度の角度に打ち込んだ。綱を張る。雨を防ぐ溝を掘る。手作業が楽しい。
土地の周囲に縄を張った。朽ち木をぶらさげた。触れるものがあれば、音を立てる。
焼肉料理をした。人間の子供の柔らかい腿肉を焚火で焼いた。煙が村に流れた。食べ残しは灰の中に深く埋めた。
寝袋の中で、くんずほぐれつして愛し合った。健狼の毛深い体は温かった。自宅よりもさらに遠慮がない。犬治も燃えた。熱い汗を啜った。
犬治は目を覚ました。木が乾いた音を立てた。天幕のまわりを何かが歩いている。大きい。地響きがした。声を出そうとしたが、健狼の手に口を塞がれた。彼はとうに起きていた。
寝袋から半身を乗り出している。天気輪の猟銃を、両手で構えている。
咀嚼音がしている。焚火のあとの肉の残りを食っているのか。咆哮がした。天幕の布が大きく内側に膨らんだ。侵入しようとしている。巨大な顔と両手が布地に押し当てられている。その重圧に倒れそうになった。
健狼は、銃口を向けた。一度に一発しか発射できない。次の装填まで時間がかかる。一撃必殺が必要だ。犬治にもわかっている。自分の短刀を構えた。
天幕が倒れそうに傾いた。
発砲した。
大木が倒れるような音がした。地面が震えた。
静かになった。
外に出た。人間があおむけに地面に倒れていた。
頭部がなかった。断面は焼けていた。血臭がした。
他に人間のいる気配はなかったが、夜明けまで眠らずに過ごした。暗い山道を【健太】で移動することは危険だった。
朝になって人間を解体した。
胸部にも、個体を識別する入れ墨の番号がなかった。去勢されていない。どこかの人間牧場から、脱出したものではない。山岳地帯で繁殖した一体だろうか。体毛が少ない。まだ少年だろう。だらりと垂れ下がった性器が大きかった。
人間は一年で成人に達する。六歳になると心臓が停止する。そのように作られている。毛者たちの寿命の十分の一だった。
健狼は、太腿の肉を切り取った。
帰宅してから燻製にした。薄切りにして羅麺に浮かべた。滋味があった。うまかった。干して人魚の餌にもした。
そして、犬治は自分でさえ、はっきりと覚えていなかった日が来た。
誕生日だった。個児院の記録を調べたという。
健狼は、手製の焼き菓子を、準備しておいてくれたのだ。檸檬焼酎と同時に、いきなり食卓に出てきた。
「悟られぬように、焼くのに、苦労したぞ」
心づかいがありがたかった。贈り物もあった。北極大陸の探検記だった。
犬治は号泣した。人間の生肉の料理もあった。
「ありがとうございます」
生まれて初めての体験だった。
五年が経過した。
先輩は【豚亭】とは別の、南山岳市の人間焼肉料理屋の店長となった。犬治も食べに行った。煉瓦造りの堅固な建物だった。
転職を誘われたが、犬治は、もうだけ少し羅麺の道を究めたかった。
多忙である。なかなか会えない。
しかし、たまに時間の合う日がある。
犬治は健狼の下宿に泊まりにいく。好物の豆腐を買うことも忘れない。合鍵をもらっている。飯を作って待っている。水槽の人魚に食事を与える。
健狼は、お代わりをする。うまい。褒めてくれる。
犬治は先輩に倣って、【豚亭(とんてい)】の後輩を褒めるようになった。
褒められるよりも、褒める方が、簡単だったのだ。相手の良い点を、見つければよい。それだけのことだ。他者の長所は、自分のそれよりも見つけやすい。
東山岳市を根城とする八九三の狐狸たちが、【豚亭】に言いがかりをつけてきた。儲かっているのだから、さらに上納金を増やせというのだ。西山岳市の組との抗争で、資金が必要らしかった。
豚造(ぶたぞう)は、決まった金は昔から納めているとして、話に乗らなかった。
【豚亭】の客が帰った。
閉店を待たずに、大勢で奇襲をしかけてきた。
そのときの親方は、疾風迅雷の動きをした。手に掃除の箒を持って戦った。重いからだが宙を舞った。
「うちの、かわいい弟子たちに、手出しはさせない」
全員をぶちのめした。爽快だった。見直した。
できあがった羅麺を、健狼先輩の席の前に置いた。もう姿が見えなかった。それでいいのだ。先輩は、六十歳になって【地星】に帰った。犬治の寿命には、まだ数年分の猶予があった。羅麺は自分で食った。
「昔風の味わいだが、麺の固さと、出汁の塩味の均衡が、絶妙だな」
そう、褒めていた。
店の火と、灯りを消した。犬治は、二階の自室に上がった。先輩の写真の金色の瞳が、自分を見下ろしていた。
(終わり)
黄龍を描いた。
murbo
今年、2021年8月半ばから二週間にわたって飲食店店内に絵を描いていました。その顛末。今回は期間中に書いていたブログのほぼ再録です。現地まで距離があったので移動が大変でした。疲れた。毎度時間かかりすぎだし、反省点ばかり気になるし、どうしようと思っていても機会があれば見てほしいと思うのも確か。
8月14日
坂祝町だと思っていたら美濃加茂市だった場所でまあぼんの壁画四つ目の制作をスタート。
風神雷神図はまだ完成していないが雨が続くので制作できないのだ。こちらは室内なので全天候で制作できます。
8月11日
もつ鍋店ファンロンの店内に絵を描くことになりました。何を描くか黙っておくとか後からサプライズ的に公開するとかそういうのはこざかしくてばかばかしいと思っているので最初に言います。壁面ぐるっと一回り的に龍を描きます。黄龍です。おまけに四神も描きます。
なんでばかばかしいと思っているかと問うならば、くだらないからです。大した絵でもないし、誰しもがわかっているようなものをことありげに披露するのはくだらないです。馬鹿かと。そういった部分は絵ではないですし。じゃ作品とか言ってしまう屁理屈もそろそろ止めようか。ただ絵にあるだけでいいじゃないか。ダメか。お前ら何も見る気がないし。見るつもりもないんだろうな。とかちょっと思っています。それでも見て考えてほしいと多少は思うので、できる範囲で描きます。
これで壁画は四点目になりますが、これまでで一番大きいサイズの絵になる予定です。めんどくさいです。誰かが僕の名義で描いてくれたら楽できると思いました。
8月13日
制作二日目、実質一日目の黄龍。今回は下塗りです。下四分の一は描かないので塗っていません。これまで最初から最後まで筆で塗っていましたが、今回は途中からローラーとコテハケを導入しました。室内のために塗料の乾燥が遅く、一つの工程を終えたとしても次の工程に移れないので塗ってはみたものの、何もしない時間ができるのは良くないなと思って、途中でDIYショップへ行ったときにペンキを追加と一緒にローラーとコテハケを購入しました。
コテハケとローラーの組み合わせはペンキの消費を抑えて制作、乾燥時間の短縮、むらなく塗るなどクオリティの面でも効果を発揮しました。下塗りだけでなく、色を塗るときも活用予定です。
向かって左に少し見えている部分も描く予定なので下塗りは必要だが、内装工事も同時に行っているので後ほどの塗装予定。
新規の道具で若干制作スピードが上がったので下書きのあたりをとる時間が作れた
今回は建築用の赤鉛筆2mmではなく、クロッキー用の木炭であたりをとっている。水で簡単に落ちるし、意外にもはっきり色も付く。当然だが細かい書き込みはできない。今回は室内の奥行きが短いために少し引いて全体を見ることがとても難しい。そこでまーびんさんに描いているところを確認してもらいながら描きました。好きに描くなら何とでもなりますが、依頼の内容に応えるために修正を重ねることになるのです。
まーびんさんの自己差し入れ。隣のカフェ、ドルチェヴィータで購入。甘さも上品で結構ボリュームもあるからあと少し頑張りたいときにとても助かります。塩分も必要だけどもメンタルが先に落ち込むとつらい。
木炭は若いころにクロッキーをした時以来じゃないかな。数年前にクロッキー会に参加したときにちょっと使ったか。そんな程度だけど、難しいことはないし、勝手な使い方でも地球は滅ばないので好きに使っています。線を描くだけですしね。ずっと上を向いて作業になったので少し気分が悪くなった。細かいところはマーカーで直接描きます。
8月19日
色塗りもスタート。もくもく描くのみですが、下地が鉄板(かつてのシャッターボックス)、プラスターボードに水性ペンキ(シャッターをふさいだ部分)、外壁と三種類あるために苦戦しています。毎回苦戦ですね。
下書きは油性マーカーで描いています。ちょっと大きな絵に馴染んでいないせいか描けていない。
8月21日
制作三日目もコツコツ描きます。
空を先に描きます。
ここは描くかまだ未定な場所。
ドローイングの場所。ただただ描き込むのみです。
写真だと大変さが伝わりづらいですね。壁の一番上に描いています。
8月25日
体を塗りつつ、向かい側のドローイングもちまちま描きます。
シャッターボックスの部分がとても描きずらい。最上部にあることと、湾曲していることが理由です。本当につらいw。
黄龍は様々な縁起物の集合体でもあることにしたので縁起物が一杯見えます。見えるってことは描かないと見えないので描くのです。
単純なプラスターボードであってもかなりマーカーのペン先(フェルトチップ)が削られる。早めにペン先だけでも変えないといけない。
8月28日
今度は晴れ間が続いて暑いですね。コツコツ塗り描き込むばかりですが、ドローイングは難しかった元外壁もペイントではそのテクスチャが活かせるようです。
ドローイングパートはプラスターボード部分では相当ペン先を削られますが、描いている感じは悪くなく、懸念は金属部分に描く時だ。これが元外壁よりも描きづらい。
それでなくても湿度と気温のせいかインクの出方が不調で、少しでもキャップを開けて放置するとインクが出なくなってしまう。まぁ、何度か試し描きをすると出るようにはなる。
自分デザインしたから誰に言うものでもないが、うろこの連続はつらいね。
8月31日
作六日目です。ドローイングパートの描き込みと四神の彩色です。
頑張って描くまーびんさん。店内の事情で高所に描くことが多いのでずっと立ち仕事になり大変です。
やや停滞気味ですね。自分ではそれなりに進んでいると思ったんですが、全体を見ると進捗は芳しくないと思います。おなかの部分の下書きは進められたので次回は塗れるでしょう。
店内はこのようになっています。
9月5日
まーびんひとりで玄武と青龍を少し。
9月13日
2021年9月15日が仮オープンで、こちらのドローイングがある壁でお客さんが食事をすることになるので早めに完成させたい。
9月15日
9月15日はもつ鍋と麺のホワンロン(黄龍)の仮オープンの日。営業中に公開制作になったので、勝手の違う部分もあり、お昼に食べたもつ鍋が自分に合わなくて体調崩したり、作画以外の部分で戸惑ってしまった。
9月16日
三日連続公開制作の二日目。見た感じ出来ているように見えるので、何しているか一見の方には不明だよね。
9月17日
三日連続の公開制作も9月17日でいったん〆です。完成まではまだ時間がかかります。
9月21日
今回はドローイングパートだけなので一人で描いています。
エアコン周辺は物置なので多分営業開始すると見えなくなります。
ここもほとんど見えなくなりますね。
10月2日
このあたりになると細部の描き込みなので大きな変化はないですね。
顔が最後まで残っちゃいまして、あまり好きじゃない展開になってきた。顔だけ、眼だけ最後に描くのは全体のバランスが見えないので、できるだけ全体的に描きたいのだよ。
10月4日
壁画の黄龍、制作13日目。四神も最後の描き込みをします。輪郭を描くのは結構ビビっていて、なかなか手を出せませんでした。
描き始めればコツコツ描くだけなので比較的早く描けるのですけどね。
10月5日
黄龍の壁画がやっと完成。長かった。実際は二週間くらいの仕事だったものの、連続して制作していないので時間かかった感じになっている。
最後に描き込んだ桜は床にも散らしています。
このあたりは結構頑張ったのですが、客席からはほとんど見えません。
既刊本紹介
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
仕事はヒマなんですが、大きめの絵を描くことになりややしんどい。寒いですからね。あ、80号で休刊することにしました。これについては80号に書く予定です。
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